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明石市の皆さん、こんにちは。 

私は明石市大久保町で生まれ育ち、現 

在は青年海外協力隊員としてカンボジア 

で活動を行っています。 

所属先はカンボジアの小学校教員養成 

校。小学校の先生の卵たちに理科を教え 

ています。日本から離れて異国で教 

育活動を行うというのは思ってい 

た以上に難しく、苦悩と奮闘の日々 

を送っています。うまく行かないことの方が多いですが、毎日少 

しずつ少しずつ前進しています。 

私のレポートを読んでカンボジアという国を少しでも身近に感 

じていただきたいと思っています。また、誰もが一度は耳にした 

ことはあるが、実はあまりよく知られていない「青年海外協力隊」の具体的な活動や国際協力について 

知っていただければ幸いです。 

カンボジアは人口約 1500 万人、言語はクメール語、国民の 9割以上が仏教徒です。主要産業は農業、 

漁業、林業です。私はカンボジア北西部、隣国タイとの国境付近にあるバンティアイミンチェイ州シソ 

ポン市というところに住んでいます。州の人口は約６７万人、カンボジアの世界遺産アンコールワット 

遺跡群のある町シェムリアップから約１００km西に位置しています。これといって有名な観光名所はあ 

りません•••、しかし田舎町特有のゆったりでのんびりとした暮らしにどっぷりと漬かることができます。 

榎本 良祐（えのもと りょうすけ）【JICA 青年海外協力隊】 

赴 任 地：カンボジア王国 バンティアミンチェ州シソポン 
職 種：理数科教師 
赴任期間：20１１年６月～201３年４月（予定） 

明石市役所にて、 
赴任の決意を語る榎本さん 
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私はこのシソポン市内にある小学校教員養成校で理科実験の仕方や教授法を教えています。小学校教 

員養成校はこの州内に１校しかありません。２年制の学校で各学年４クラス計２００名が勉強していま 

す。生徒の年齢は様々です。現在は１６歳〜２５歳くらいの生徒がいます。高卒で入学した生徒と中卒 

で入学した生徒の両方がいます。 

少しびっくりするかもしれませんが、中学を卒業し、その後高校に行かなくても養成校には入学でき 

るのです。私の学校ではそういう生徒の方がむしろ多いです。 

彼らはこの学校で２年間勉強し、卒業後小学校の先生として働きます。 

この学校には理科の実験器具があります。他国の支援団体から寄贈されたものです。ビーカーや試験 

管などたくさんの種類の実験器具があるのですが、誰もそれらを使うことができません。使い方が分か 

らないのです。何年も前に寄贈されたものなのですが、私が来るまでは完全に眠った状態でした。残念 

なことに、長い期間使わなかったことが理由で壊れてしまっているものもあります。 

今までの教育の中に、実験というものが無かったために、生徒はもちろん、先生も実験器具や実験方 

法を知りません。なぜ、そのような状態になってしまったのか。それは、約３０数年前にカンボジアが 

悲惨な歴史を歩んだためです。ポルポト政権による国民の大量虐殺・・・、特に知識人は徹底的に殺さ 

れ、教育の基盤は破壊されました。ポルポト政権崩壊後、たくさんの国が支援を行い、カンボジア国民 

が努力を重ね、現在の姿になっています。教育分野はまだまだ発展途上の段階で問題が山積みです。 

理科教育を通してカンボジアの教育を向上させるために、私はこの学校で活動しています。 

私がこの町に来て、約７ヶ月が経ちました。今まで活動が順調に進んでいたかというと決してそうで 

はありません。慣れない生活、言葉の壁、様々な文化の違い・・・戸惑い悩むことの方が多かった７ヶ 

月だったと思います。日本を出発した時には誰もが意気込んでしまいます。しかし、現地に行っても最 

初は何もできません。言葉はしゃべれないし聞き取れない、お互い何を言いたいのか分からない状態で 

技術協力なんてできるはずもないのです。「言葉が無くても伝わる」なんてことを言う人もいますが、僕 

は「伝わることもあるけど伝わらないことの方が多い」と思いました。このような状況は珍しいもので 

はありません。私を含めた多くの青年海外協力隊員が、積極的に活動をしたい気持ちと、何もできない 

現実との葛藤に苦しんでいるようです。 

実験器具を使って授業を行っています。現地の先生にも手伝ってもらいながらの授業です。
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ボランティア活動の前に、お互いを知ることが一番大切なことだったと思います。私も葛藤しながら 

も彼らのことを学び、自分を知ってもらうように心がけました。そして今ではお互いに冗談を言い合え 

るような関係になれました。活動も軌道に乗り始めています。 

これからもお互いに学び合うという気持ちを忘れずにやっていこうと思います。 

2012/2/17 JICA 青年海外協力隊員 榎本 良祐 

カンボジアではバレーボールが人気スポーツ。学校でも広場でもいたるところでバレーをしています。


